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〈表紙説明〉

まるまげまつり
むかし、氷見市街の北部の本川にあ った遊郭の芸
者さんたちの聞に、まるまげ(主として人妻が結っ
た髪のかたち)を結って、千手寺に願かけをする風

習があ った。.
この風習は、昭和34年、皇太子殿下のご成婚を記
念して「まるまげまつり」として復活。
4月17日、前夜当選幸町内へおでましにな ったお前
立(神体の写し)を先頭に、まるまげを結った芸者
さんや稚児さんの行列が、美々しく着飾って千手寺
へむかう 。
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①
住
宅
事
情
と
需
要
の
う
ご
き

昭
和
四
十
三
年
の
住
宅
統
計
調
査
の
結
果
で
は
、

住
宅
総
数
二
三
万
四
、
五

O
O
戸
、
普
通
世
帯
数
二

二
万
九
、

0
0
0世
帯
で
、
昭
和
四
十
年
頃
よ
り
住

宅
総
数
が
普
通
世
帯
数
を
上
回

っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
住
宅
難
の
解
消
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
狭
小
過
密
居
住
、
老
朽
住

宅
、
そ
の
他
に
も
通
勤
事
情
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

こ
の
住
宅
統
計
調
査
か
ら
県
内
の
住
宅
の
実
態
に

つ
い
て
み
ま
す
と
、
持
家
率
八
四

・
九
辺
、
一
戸
当

り
平
均
室
数
五

・
五
室
、
一
人
当
り
畳
数
八
畳
と
、

い
ず
れ
も
全
国
の

一
、
二
位
を
し
め
て
い
ま
す
。
反

面
、
住
宅
設
備
に
つ
い
て
み
る
と
、
水
洗
便
所
の
設

備
の
あ
る
家
は
四
・
九
江
(
全
国
平
均
一
七

・
一
辺
)

浴
室
の
あ
る
家
は
五
一
・

一
ば

(
全
国
平
均
六
五

・

六
ば
)

で
、
か
な
り
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
狭
小
過
密
住
宅
が
六
、
九
四

O
世
帯
、
老

朽
住
宅
が
七
、
七
九

O
世
帯
、
同
居
世
帯
が

二
、
一

六

O
世
帯
あ
り
、
昭
和
四
十
四
年
住
宅
需
要
の
実
態

②
目
標
と
す
る
標
準

昭
和
六
十
年
ま
で
に
は
、
欧
米
先
進
国
な
み
の
居

住
本
準
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
の
過
程

と
し
て
、
昭
和
五
十
年
ま
で
に
世
帯
や
地
域
の
特
性

③
県
の
役
割
と
方
針

最
低
限
の
居
住
水
準
を
持
つ
住
宅
を
自
力
で
確
保

で
き
な
い
人
に
対
し
て
は
、
公
営
住
宅
な
ど
の
低
家

賃
住
宅
の
建
設
を
、
中
所
得
者
層
に
対
し
て
は
、
公

的
資
金
の
融
資
の
拡
充
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
地

-住宅需要の予測

固 必要住宅戸数 ~必要住宅供給戸数

建替需要(百戸)

中期計画(45-50)

350 

380 

長期計画(45-60)

820 

910 

新規需要(百戸)人)

浮通世帯数(千世帯)

口(千人

730 1，730 言十(百戸)J也、
10] 

- 住宅、宅地供給計画

固 住宅供給戸数

戸)住宅戸数(干

(百 戸)

調
査
で
は
、
約
七
、
六

O
O世
帯
が
な
ん
ら
か
の
形

で
住
宅
の
困
窮
を
訴
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
の
、
世
帯
の
組
織
化
な
ど
に
よ
る

住
宅
の
新
設
需
要
や
、
既
存
住
宅
の
建
て
持
え
需
要

な
ど
を
考
え
ま
す
と
、
昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
六
十

年
度
ま
で
の

一
六
年
間
で
、
新
設
八
万
二
、

0
0
0

戸
、
建
て
替
え
九
万

一
、

0
0
0戸
、
合
計

一
七
万

三
、

0
0
0戸
の
住
宅
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
必
要
な
住
宅
用
地
も
、
お
よ
そ
三
、
二

o
o
pに
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
規

模
や
構
造
・
設
備
に
つ
い
て
も
、
家
族
構
成
に
適
応

し
た
合
理
的
な
規
模
の
住
宅
、
い
わ
ゆ
る
「
共
用
室

を
備
え
た

一
人

一
室
住
宅
」
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、
住
宅
生
産
の

工
業
化
が
進
み
、
量
産
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
有

利
性
を
活
か
し
た
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の
建
設
が
増
え
て

い
ま
す
。
北
陸
の
風
土
や
気
候
に
適
し
た
高
度
の
設

備
を
持
つ
住
宅
。
こ
れ
ら
の
計
画
的
供
給
、
そ
し
て

そ
の
自
由
選
択
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

に
応
じ
た
規
模
と
住
宅
環
境
を
持
つ
住
宅
の
確
保
を

は
か
り
ま
す
。

方
住
宅
供
給
公
社
を
さ
ら
に
充
実
し
て
、
分
譲

・
賃

貸
住
宅
の
建
設
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
価

格
に
よ
る
良
勾

宅
地
も
供
給
し
ま
す
。

長期計画 (45-60) 中 其月 言十 画 (45-50)

公的資金 民間自力
公的資金による住宅 民間自力

i仁~、 言十 1EL 3 言十
建公設的機す関るがものによる住宅 による住宅 言十 そ σ3 他 による住宅

260 75 185 

1，730 690 1，040 730 390 112 278 470の
(億円) ({.I意円) (f;意円)

④
民
間
に
よ
る
住
宅
建
設
と
宅
地
開
発

民
間
に
お
け
る
建
設
状
況
に
よ

っ
て
、
全
体
計
画

の
達
成
の
見
込
み
が
違

っ
て
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

を
指
導
し
援
助
し
ま
す
。
と
く
に
、
土
地
利
用
計
画

⑤
関
連
公
共

に
適
合
す
る
民
間
の
大
規
模
開
発
事
業
に
つ
い
て
は

積
極
的
な
協
力
と
援
助
を
行
な
い
ま
す
。

-
公
益
施
設
の
整
備

道
路
な
ど
の
交
通
施
設

・
公
園

・
上
下
水
道
・
教

育
関
係
施
設
な
ど
、
住
宅
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
公

共
施
設
の
整
備
を
は
か
り
、
居
住
環
境
の
適
正
化
に

つ
と
め
ま
す
。

防
災
都
市
ヘ

の
道

①
建
築
物
の
防
災
、

と
く
に
防
火
対
策
に
つ
い
て
-3-

建
築
基
準
法
に
は
、
建
築
物
個
々
の
用
途
・
規
模

な
ど
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
規
制
さ
れ
る
「
単
体
規
制
L

と
、
密
集
す
る
都
市
建
築
物
に
対
し
て
総
体
的
に
規

制
さ
れ
る
「
集
団
規
制
」
が
あ
り
ま
す
。

県
下
の
市
街
地
に
は
、
既
存
の
木
造
建
築
物
が
密

集
し
、
防
災
上
危
険
な
状
況
に
あ
る
と
こ
ろ
も
多
く

あ
り
ま
す
。

こ
の
現
状
に
対
し
て
、
積
極
的
な
都
市
の
防
災
化

を
図
る
事
業
と
し
て

-
住
宅
地
区
改
良
事
業

・
防
災
建
築
街
区
造
成
事
業

・
市
街
地
再
開
発
事
業

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
す
で
に
あ
る
木
造
市
街
地
を
で
き

る
だ
け
不
燃
化
し
、
都
市
機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

県
下
で
は
、
高
岡
・
魚
津

・

部
・
砺
波
の
各
市
の

一
部
で
、
防
災
建
築
街
区
の
造

成
事
業
が
実
施
さ
れ
、
富
山
市
の

一
部
に
お
い
て
も

こ
れ
ら
の
事
業
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
富
山

市
総
曲
輪
の
大
火
を
契
機
と
し
て
、
市
街
地
再
開
発

事
業
の
適
用
を
う
け
、
住
民
の
協
力
に
よ

っ
て
実
施

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
は
、
国

・
県

・
関
係
市
の
助
成
補
助

ゃ
、
建
設
資
金
に
対
す
る
関
係
機
関
の
特
別
融
資
制

度
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
額
の

事
業
費
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
工
事
期
間
中
の
営
業

・
土
地
の
所
有
権
・
借
地
権
な
ど
の
調
整
も
あ

っ
て

複
雑
な
問
題
が
か
ら
ん
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
事
業
を
進
め
る
に
は
、

関
係
住
民
の
方
々
の
積
極
的
な
協
力
が
必
要
で
あ
り

県
で
も
関
係
市
の
こ
の
事
業
の
推
進
、
指
導
に
積
極

的
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

氷
見
・
小
矢

(百 戸)

長期計画(45-60) 中期計画(45-50)

既成 In 1封 土也 320 150 

新 市 f封 .tm 990 405 

4ド 市 f幸1 よ也 420 175 

ZtJ 〉与 言十 1，730 730 

~立地別住宅供給戸数

G.MGは住宅用地需要の単位

長 其月 言十 画 (45-60) 中 期 言十 画 (45-50)

f共 高合 f共 ，%口〉

住宅用地需要 住宅用地需要

公 自勺 民 間 公 自勺 民 間

G 3，220 G 740 G 2，480 G 1，210 G 280 G 930 

MG  2，475 MG  495 M G 1，980 MG  931 M G 186 MG  745 

~住宅用地供給計画

-富山県第 2期住宅建設 5カ年計画及び第 4次県勢総合

計画に基づく要因別住宅建設戸数 〉

要 因 別 46 - 50年度 51 - 60年度 言十

普 通 世 帯 σ〉 t曽 カ日 25，000 戸 44，000 戸 69，000 戸

f主 宅 不 足 σ〉 解 消 2，000 戸 戸 2，000 戸

建 て j「陸夫I え f主 宅 32，000 戸 53，000 P 85，000 P 

必、 要 空 屋 σ〉 I曽 力日 3，000 P 3，000 戸 6，000 戸

言十 62，000 戸 100，000 P 162，000 P 

-富山県第 2期住宅建設 5カ年計画による資金別計画戸数
(1)公的資金による住宅 計 22，000戸

(1)公営住宅 2.700戸 (4)日本住宅公団住宅

(2)改良住宅 200戸 (5)その他住宅

(3)住宅金融公庫住宅14，800戸

300戸

4，000戸
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40，000戸

62，000戸

言十(2)民間資金による住宅

(3)合 言十



llil\亡業、\主、体~種年\別、度- 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 

r国同ムー. 山 ‘県 184 184 216 216 200 200 200 200 200 200 1，000 1，000 

富 山 市 90 59 149 114 40 154 98 52 150 127 23 150 127 23 150 556 197 753 

同口1 岡 市 28 8 36 48 48 32 22 日 32 24 56 32 24 56 172 78 250 

新 j奏 市 12 12 12 12 12 12 48 48 

色 津 市 12 12 24 12 12 24 12 12 24 36 36 72 

氷 見 市 24 24 20 20 8 16 24 8 16 24 12 12 24 28 88 116 

滑 )11 市 14 10 24 24 24 18 24 18 24 18 24 92 28 120 

部市 10 15 10 15 10 15 30 15 45 

小/矢部市 15 15 15 15 16 16 46 46 

大沢野町 10 10 10 10 16 16 36 36 

大 山 10 10 10 10 10 10 20 

上 市 四I 16 16 16 16 32 32 

立 山 16 16 16 16 32 32 

入 善 目I 10 10 10 10 20 20 

J¥ 尾 fflJ 12 4 12 24 8 32 

大 門 目I 10 10 10 10 20 20 

福 n fflJ 10 10 1010 10 

福 光 24 24 24 24 48 48 

県 β邑三. 184 184 216 216 200 200 200 200 200 200 1，000 1，000 

町営計 166 107 273 201 86 287 210 145 355 256 128 384 271 130 401 1，104 596 1，700 

350 107 457 417 86 503 i 410 145 555 456 128 584 471 130 601 2，104 596 2，700 
十一一一一一ー

2種率% 23.41 17.10 26.13 21.92 21.63 22.07 

-第 2期公営住宅建設 5カ年計画
新
し
い
環
境

こ
ど
も
の
事
故
は
、
交
通
事
故
比
較
表
で
わ
か
る

よ
う
に
、
前
年
に
く
ら
べ
て
件
数
で
五

O
件
も
増
え

て
い
ま
す
が
、
死
者
は
わ
ず
か
に
減
り
、
負
傷
者
が

増
え
て
い
ま
す
。

原
因
の
主
な
も
の
を
見
ま
す
と
、
飛
び
出
し
に
よ

る
死
傷
者
は
三
七
人
で
も

っ
と
も
多
く
、
次
に
車
の

直
前
直
後
の
横
断
が

一
七
九
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
学
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ

ど
も
の
登
下
校
(
園
)
や
帰
宅
後
の
交
通
安
全
教
育

を
、
さ
ら
に
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こどもの交通事故比較表

lX 
件数 死者 傷者

こどもの 全事故比率 こどもの 全事故比率 こどもの 全事故比率
事故 事故 事故

昭和 46年 1. 094 6，823 17.3 21 211 10.0 1，137 8，425 13.5 

昭和 45年 1，044 6，551 15.9 23 207 11.1 1，075 8，632 12.5 

増減数 十50 -228 -2 十4 十62 -207 

I骨減 平 4.8 3.5 8.9 1.9 5.8 2.4 

ヘ
巣
止
つ

公
営
住
宅
に
入
る
に
は

-
申
し
込
み
の
資
格

O
現
に
住
宅
に
困

っ

て
い
る
人

O
県
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
場
所
を
持

っ
て
い
る
人

O
現
在
同
居
し
、
ま

た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ

る
人

O
入
居
の
申
し
込
み

を
し
た
日
に
お
け

る
毎
月
の
収
入
(

所
得
金
額
の
計
算

の
例
に
よ
り
算
出

し
た
額
を
十
二
で

除
し
た
額
)
か
ら

扶
養
親
族
一
人
に

つ
き
五
、

0
0
0

円
を
控
除
し
た
額

が
二
万
七
、

0
0

0
円
を
超
え
、
四

万
六
、

0
0
0円

以
下
の
人

)内は月収

注ょ寸! 0 人 l 人 2 人 3 人 4 人

最 言日b 821，999 895，999 
971，999 1，045，999 1，121，999 

(68，500) (74，700) (81，∞0) (87，000) (93，500) 

最 低
535，999 611，999 685，999 761，999 835，999 
(44，700) (51，∞0) (57，200) (63，550) (69，700) 
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単位円 (1種県営住宅入居資格基準表

-
申
し
込
み
の
方
法

①
県
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
印
か
ん

③
同
居
関
係
を
証
す
る
市
町
村
長
の
証
明
書
(
住
民

票

・
謄
本
)

④
官
製
ハ
ガ
キ

一
枚

(表
に
申
込
者
の
住
所

・
氏
名

を
明
記
)

⑤
給
与
証
明
書

ア
、
給
与
所
得
者
は
、
勤
務
先
の
責
任
あ
る
者
が

証
明
し
た
給
与
証
明
書
と
前
年
分
の
源
泉
徴
収

豆小
ィ
、
そ
の
他
の
人
は
年
間
所
得
を
確
認
で
き
る
所

得
証
明
ま
た
は
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
写
し

⑥
事
実
上
の
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
人
、

そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
証

す
る
書
類

⑦
申
込
者
の
現
住
所
附
近
の
見
取
図

子
ど
も
た
ち
の
、
安
全
の
た
め
に

去
る
四
月
六
日
(
木
)
か
ら
四
月
一
五
日
(土
)

ま
で
の
十
日
間
、
昭
和
四
十
七
年
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
を
展
開
し
て
、
歩
行
者
事
故
と
、
と

く

に

新
入
学
児
童

・
園
児
お
よ
び
幼
児
を
交
過
事
故
か
ら

守
る
対
策
が
、
関
係
機
関
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
い

ろ
い
ろ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
の
い
る
家
庭
で

は
保
護
者
の
方
々
は
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

-
家
庭
で
の
安
全
教
育

赤
ち

ゃ
ん
が
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
を
は
じ
め
る
こ
ろ
か

ら
、
保
護
者
は
乳
幼
児
の
交
通
安
全
と
い
う
こ
と
に

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
ど
も
の
人
格

や
行
動
習
慣
に
独
立
心
の
芽
ば
え
る
三
才
こ
ろ
か
ら

少
し
ず
つ
交
通
安
全
教
育
を
し
て
、
こ
ど
も
に
よ
い

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
安
全
な
行
動
を
教
え
こ
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

保
育
所

・
幼
稚
園

・
小
学
校
へ
は
い
れ
ば
、
そ
こ

で
そ
れ
ぞ
れ
の
年
令
に
応
じ
た
交
通
安
全
教
育
が
行

な
わ
れ
ま
す
が
、
家
庭
に
帰

っ
て
か
ら
の
交
通
安
全

教
育
も
手
を
ゆ
る
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
の
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、

県
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に

・
登
校
(園
)児
童
に
保
護
者
同
行
の
日
(
四
月
七
日
)

・
子
ど
も
と
遊
び
場
総
点
検
の
日

(
四
月

一一

日
)

・
通
学

(
園
)
道
路
総
点
検
の
日

(
四
月

一
四
日
)

な
ど
、

特
別
デ

l
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は

通
学

(園
)
道
路
な
ど
の
交
通
環
境
を
保
護
者
の
目

で
た
し
か
め
、
交
通
事
故
か
ら
こ
ど
も
を
守
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

日山吊、

こ
ど
も
に
注
意
す
る
こ
と

団

こ
ど
も
の
行
動
特
性
を
知
る
こ
と

こ
ど
も
の
性
格
と
健
康
状
態
を
常
に
よ
く
知

っ
て

お
く
こ
と
が
、
事
故
を
防
ぐ
大
切
な
こ
と
で
す
。

幼
児
の
事
故
を
分
析
す
る
と
、
と
く
に
、
事
故
を

起
こ
し
ゃ
す
い
性
格
や
健
康
状
態
が
見
ら
れ
ま
す
。

気
分
に
む
ら
が
あ
っ
た
り
、
注
意
力
が
散
漫
で
落
着

き
が
な
い

こ
ど
も
。
あ
る
い
は
視
力
や
聴
力
に
異
常

の
あ
る
こ
ど
も
。
疲
れ
て
い
る
と
き
や
考
え
ご
と
を

し
て
い
る
と
き
、

気
持
が
沈
ん
だ
り
、
反
対
に
は
し

ゃ
い
で
い
る
と
き
の
こ
ど
も
、
い
ず
れ
も
事
故
を
起

こ
し
ゃ
す
い
も
の
で
す
。

置
こ
ど
も
の
交
通
事
故
原
因
に
つ
い

て
考
え
て
見
る
こ
と

前
述
し
た
と
お
り
、
こ
ど
も
の
交
通
事
故
で

一
番

多
い
の
は
、
飛
び
出
し
事
故
で
す
。
こ
ど
も
の
行
動

が
衝
動
的
で
、
前
後
の
見
さ
か
い
が
な
い
こ
と
、
危

険
に
対
す
る
先
見
性
が
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
起
こ
る

特
有
の
事
故
で
す
。

た
と
え
ば
危
険
を
感
じ
た
と
き
、
前
後
の
見
さ
か

い
も
な
く
駆
け
出
し
た
り
、
あ
と
も
ど
り
し
た
り
す

る
な
ど
、
ま

っ
た
く
予
想
で
き
な
い
行
動
を
と
り
ま

す
。
保
護
者
な
ど
と
離
れ
た
場
所
に
い
る
と
き
は
、

い
っ
し
ょ
に
な
ろ
う
と
し
て
急
に
駆
け
出
し
た
り
、
一

横
断
し
た
り
し
ま
す
。
遊
び
に
夢
中
に
な
る
と
、
遊
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ぶ
こ
と
に
気
を
と
ら
れ
て
、
目
の
前
に
車
が
現
わ
れ
一

て
も
気
が
つ
か
な
い
も
の
で
す
。

車
は
速
度
や
距
離
に
関
係
な
く
、
い
つ
で
も
止
ま

っ
て
く
れ
る
も
の
と
思

っ
て
お
り
、
車
の
直
前
へ
手

を
あ
げ
な
が
ら
飛
び
出
し
、
横
断
を
は
じ
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
車
の
方
を
見
て
い
て
も
、
他

の
こ
と
に
気
を
と
ら
れ
て
、
車
に
ま

っ
た
く
気
が
つ

い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
自
動
車
の
運
転
者
に
も
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
保
護
者
は
、
そ
れ

が
こ
ど
も
の
持
性
だ
と
し
て
放
置
し
て
は
い
け
な
い

も
の
で
す
。
こ
ど
も
の
交
通
事
故
の
原
因
を
考
え
て

こ
の
よ
う
な
衝
動
性
を
安
定
さ
せ
、
交
通
環
境
の
中

に
ひ
そ
む
危
険
を
さ
と
ら
せ
る
た
め
に
、
注
意
と
訓

練
を
く
り
か
え
し
、

一
貫
し
た
習
慣
を
養
う
こ
と
が

必
要
で
す
。



こ
ど
も
に
教
え
て
お
き
た
い

こ
と

国

道
ば
た
で
、
必
ず
い
っ
た
ん
停
止
を
す
る
こ
と

幼
児
は
み
ん
な
活
動
的
で
、
少
し
も
止
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
こ
う
し
た
特

性
に
反
し
て
、
い
っ
た
ん
停
止
し
て
、
右
を
見
て
、

左
を
見
て
、
も
う
一
度
右
を
見
て
、
車
が
来
な
い
こ

と
を
確
か
め
て
か
ら
渡
る
こ
と
を
、
こ
ど
も
に
習
慣

づ
け
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

そ
れ
に
は
、
日
頃
か
ら
い
っ
た
ん
停
止
を
す
る
訓

練
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
保
護
者
が

-横断時の安全確保のために習慣づけましょう
いったん
とまる右をみる

左をみる

直
道
路
に
沿
っ
て
歩
く
と
き
の
注
意

歩
道
の
な
い
道
路
を
歩
く
と
き
は
、
道
路
の
右
端

を
歩
き
、
大
勢
で
歩
く
と
き
な
ど
は
、
横
に
ひ
ろ
が

ら
ず
一
列
に
歩
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ガ
ケ
な
ど
が

圃
車
の
か
げ
の
車
に
注
意
す
る
こ
と

こ
ど
も
の
飛
び
出
し
事
故
は
、
駐
車
し
て
い
る
車

で
見
通
し
が
悪
く
、
そ
の
た
め
に
、
こ
ど
も
も
運
転

者
も
気
が
つ
か
な
い
で
起
こ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
止
ま
っ
て
い
る
車
や
通
り
過
、
ぎ
た
車
の
す
ぐ
う

し
ろ
を
横
断
す
る
と
、
反
対
側
か
ら
車
が
く
る
こ
と

道
路
を
横
断
す
る
と
き
、
必
ず
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ

に
、
い
っ
た
ん
停
止
と
左
右
の
確
認
を
励
行
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
動
車
の
交
通
量
の
少
な
い
と

こ
ろ
で
は
、
誰
で
も
い
っ
た
ん
停
止
を
お
こ
た
り
が

ち
で
す
が
、
こ
ど
も
は
そ
の
よ
う
な
区
別
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
か
え
っ
て
そ
の
よ
う
な
交
通
量
の
少

な
い
裏
通
り
に
、
こ
ど
も
の
事
故
が
多
く
起
き
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

あ
る
た
め
に

J

L
路
の
右
側
端
を
通
行
す
る
こ
と
が

危
険
で
あ
る
と
き
や
、
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
と
き

は
、
道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
通
行
す
る
こ
と
で
す
。

も
あ
っ
て
危
険
で
す
。
ま
た
、
止
ま
っ
た
車
の
前
を

い
き
な
り
渡
ろ
う
と
す
る
と
、
止
ま
っ
た
車
を
追
い

越
そ
う
と
し
て
走
っ
て
く
る
車
に
は
ね
ら
れ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
と
く
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

-道路と天候によって

ブレーキの効き目は変る

アスフアルト又は

コンクリー卜舗装道路

直

正
し
い
横
断
を
す
る
こ
と

こ
ど
も
は
「
赤
」
は
と
ま
れ
、
「
黄
色
」
は
注
意

「
青
」
は
進
め
と
暗
記
し
て
い
て
も
、
実
際
に
信
号

に
し
た
が
っ
て
行
動
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
、
ど
の
信
号
を
見

て
渡
っ
た
ら
よ
い
か
迷
う
も
の
で
す
。
信
号
は
横
断

す
る
方
向
に
対
し
て
、
前
に
あ
る
信
号
を
見
る
こ
と
。

横
の
信
号
を
見
て
行
動
し
な
い
こ
と
を
、
実
際
の
場

所
で
教
え
る
こ
と
で
す
。
一
番
安
全
な
の
は
、
青
信

号
に
な
っ
て
い
て
も
、
あ
わ
て
て
渡
ら
ず
、
次
の
信

号
ま
で
待
ち
、
ゆ
と
り
を
も

っ
て
横
断
す
る
こ
と
で

、 I ， 
、 ー、¥ ， 
、¥ ' 、.・、・，
、‘'、‘'、¥ ， 、， ' 
、・'、二'、‘ E
，.} 

す
。
ま
た
、
青
信
号
に
な
っ
て
も
、
す
ぐ
に
飛
び
出

さ
な
い
で
、
左
右
の
車
が
止
ま
っ
て
か
ら
渡
り
は
じ

め
る
こ
と
で
す
。

保
護
者
が
つ
い
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
保
護
者

の
あ
せ
っ
た
渡
り
方
を
、
こ
ど
も
に
教
え
な
い
よ
う

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
横
断
し
は
じ
め
た
直
後
に

信
号
が
黄
色
に
変
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
引
き
返
す
こ

と
で
す
が
、
道
路
の
中
央
を
過
ぎ
て
か
ら
黄
色
に
変

っ
た
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
向
こ
う
側
に
渡
り

き
る
こ
と
で
す
。
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-横断旗のあるところでは、横断旗
をあげ¥手もあげ、ましょう

登
校
(
園
)
な
λ

の
外
出
に
留
意
す
べ
き
こ
と

国
登
校
(
園
)
の
と
き

こ
ど
も
に
忘
れ
物
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

こ
と
。
忘
れ
物
を
し
て
家
に
取
り
に
帰

っ
た
こ
ど
も

は
、
遅
刻
を
気
に
し
て
交
通
に
対
す
る
注
意
が
お
ろ

そ
か
に
な
り
ま
す
。
学
校
で
使
う
も
の
は
、
前
日
に

用
意
す
る
と
と
も
に
、
出
が
け
に
忘
れ
物
が
な
い
よ

直
そ
の
他
の
外
出
の
と
き

こ
ど
も
の
登
下
校
(
園
)
の
交
通
事
故
よ
り
、
帰

宅
し
て
か
ら
の
事
故
が
多
い
の
で
、
帰
宅
後
の
こ
ど

も
の
遊
び
場
の
選
定
や
、
こ
ど
も
の
遊
び
場
を
見
と

ど
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
こ
ど
も
は
こ
ろ

び
や
す
く
、
動
き
が
鈍
い
た
め
、
軽
快
な
動
き
や
す

い
服
装
に
心
が
け
、
体
の
自
由
を
妨
げ
る
よ
う
な
大

き
な
も
の
や
、
重
い
物
を
持
た
せ
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
こ
と
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
ど
も
は
小
さ
い
う
ち
に
交
通

の
場
で
実
地
に
訓
練
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

幼
い
こ
ど
も
が
事
故
に
あ
う
の
は
、
お
母
さ
ん
が

家
事
を
し
て
い
た
り
、
来
客
の
応
対
を
し
て
い
た
り

商
売
や
内
職
で
目
、
が
と
ど
か
な
か
っ
た
り
し
た
と
き

と
か
、
保
護
者
が
そ
ば
に
つ
い
て
い
て
も
予
を
?
な

が
な
い
で
歩
い
て
い
た
り
、
買
物

・
立
ち
話
し
に
夢

う
注
意
す
る
こ
と
で
す
。
朝
の
登
校
(
園
)
は
、
十

分
な
時
間
と
精
神
的
な
ゆ
と
り
を
も
た
せ
る
よ
う
に

し
、
出
が
け
に
注
意
力
が
に
ぶ
る
よ
う
な
こ
と
を
言

わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

中
に
な
っ
て
注
意
が
そ
れ
た
す
き
に
、
急
に
走
り
出

し
た
り
し
た
と
き
が
多
い
よ
う
で
す
。

ど
う
か
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
幼
い
こ
ど
も
か
ら
い

つ
も
目
を
放
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
ひ
と
り
歩
き

の
こ
ど
も
を
見
か
け
た
と
き
は
、
お
互
い
に
暖
か
く

ま
も
る
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
登
校
(
園
)
す
る
こ
ど
も
を
も
っ
保
護
者
一口
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は
、
学
校
な
ど
で
こ
ど
も
が
教
え
て
も
ら
う
交
通
安
一

全
教
育
の
内
容
を
知
る
よ
う
に
つ
と
め
、
家
庭
で
の

こ
ど
も
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
を
真
剣
に
考
え
る

と
と
も
に
、
家
族
ぐ
る
み
で
た
え
ず
交
通
安
全
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
を
す
る
機
会
を
も
ち
、
み
ん
な
で

交
通
事
故
の
な
い
、
明
る
い
社
会
環
境
を
つ
く
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

昭
和
灯
年
度
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

(運
転
者
向
け
)

-
と

っ
さ
の
時
に
避
け
ら
れ
ま
す
か
、

(歩
行
者
向
け
)

・
ゆ
っ
く
り
待

っ
て、

(子
ど
も
向
け
)

-
あ
あ
ド

ッ
キ
リ
、

そ
の
運
転
で
。

さ

っ
さ
と
渡
る
。

ブ
イ
な
と
び
だ
し
も
う
し
ま
せ
ん
。



置
は
じ
め
に

四
十
七
年
度
の
富
山
県
予
算
は
、
社
会
福
祉
の
充
実
と
景
気

刺
激
策
と
し
て
住
宅
や
道
路
な
ど
を
建
設
す
る
公
共
事
業
の
拡

充
を
お
も
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

景
気
対
策
と
し
て
、
四
十
六
年
度
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、

公
共
事
業
費
の
追
加
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
公
共
事
業
に
よ
る
、
園
、
県
の
財
政
支

出
が
、
経
済
の
動
き
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
く
の
か

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

置
財
政
政
策
の
登
場

封
建
時
代
か
ら
近
代
へ
と
移

っ
た
十
九
世
紀
以
降
の
社
会
は

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
代
表
さ
れ
る
自
由
放
任
主
義
が
支
配
的
な

考
え
方
で
し
た
。

政
府
は
、
私
人
の
創
意
を
妨
げ
ず
、
市
場
に
お
け
る
自
由
な

競
争
に
な
ん
ら
干
渉
を
加
え
ず
に
放
任
す
れ
ば
、
「
み
え
ざ
る

子
」
の
導
き
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
も
好
ま
し
い
経
済
状
態
が
達

成
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

政
府
が
経
済
の
動
き
に
干
渉
す
る
こ
と
は
、
自
由
な
競
争
に

よ
る
調
和
を
混
乱
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
の
な
す
べ
き
こ

と
を
最
少
限
に
と
ど
め
る
こ
と
、
政
府
の
財
政
は
、
こ
の
調
和

と
無
関
係
に
収
入
と
支
出
と
が
等
し
い
均
衡
財
政
で
あ
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
を
拡
大
し
、
逆
に
景
気
が
過
熱
し
、
有
効
需
要
が
供
給

力
を
こ
え
て
い
る
場
合
に
は
、
需
要
を
減
ら
す
た
め
、
税
収
入

よ
り
も
支
出
を
少
な
く
し
、
そ
の
分
だ
け
需
要
を
社
会
か
ら
吸

い
上
げ
る
と
い
う
、
租
税
政
策
や
財
政
支
出
政
策
に
よ
っ
て
、

有
効
需
要
水
準
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
の
財
政
制
度
は
、
固
有
の
自
動
安
定
作
用
(
ピ
ル
ト
イ

ン

・
ス
タ
ピ
ラ
イ
ザ

l
)
と
し
て
の
機
能
を
も

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
景
気
が
好
況
の
と
き
に
は
、
租
税
収
入
が
、
国
民
所

得
以
上
に
増
加
し
、
一
方
支
出
面
で
は
失
業
保
険
金
な
ど
が
減

少
し
て
、
財
政
収
支
は
自
動
的
に
黒
字
と
な
り
ま
す
。
不
況
の

と
き
に
は
、
逆
に
財
政
収
支
が
赤
字
と
な
っ
て
、
財
政
が
有
効

需
要
水
準
を
安
定
さ
せ
る
働
き
を
す
る
の
で
す
。

し
か
し
、
自
動
安
定
作
用

の
効
果
は
、
景
気
変
動
の
一
部
を

吸
収
す
る
点
に
あ
り
、
景
気
変
動
に
対
し
十
分
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

積
極
的
な
対
策
と
し
て
は
、
さ
き
に
述
べ
た
公
共
事
業
に
よ

る
財
政
支
出
の
増
減
や
、
税
率
の
変
更
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

園
県
の
財
政
措
置

「
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
L

た
め
、
従
来
か
ら
積
極
的

に
公
共
投
資
を
行
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
・
お
と
と
し
秋
以
来
の

景
気
の
停
滞
に
対
し
、
公
共
事
業
を
大
幅
に
ふ
や
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
財
政
支
出
の
面
か
ら
景
気
の
回
復
を
は
か
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

四
十
六
年
度
の
補
正
予
算
で
は
、
当
初
予
算
の
公
共
事
業
費

二
四
寸
八
億
円
(
災
害
復
旧
事
業
費
は
除
い
て
い
ま
す
。
)
よ
り

も
五
八
億
円
を
ふ
や
し
、
ま
た
四
七
年
度
当
初
予
算
で
は
、
三

一
七
億
円
二
八
%
増
の
公
共
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、

二
十
世
紀
に
入

っ
て
生

じ
た
経
済
恐
慌
が
多
数
の
失
業
者
を
出
し
、
社
会
不
安
を
増
大

さ
せ
る
に
つ
れ
、
政
府
が
経
済
の
安
定
に
介
入
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
大
き
く
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
均
衡
財
政
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
不
況
に
よ
る
相
税

収
入
の
減
少
は
、
支
出
の
削
減
と
な

っ
て
、
今
ま
で
財
政
支
出

に
よ

っ
て
購
入
さ
れ
て
い
た
生
産
品
や
労
働
力
が
、
そ
れ
だ
け

少
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
、
ま
す
ま
す
不
況
と
な

っ
て
い
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
自
由
な
競
争
に
よ
る
経
済
自
ら
の
回
復
に
ま
か

せ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
犠
牲
が
大
き
過
ぎ
る
の
で
、
そ
の
対

策
と
し
て
財
政
政
策
が
登
場
し
て
き
ま
し
た
。

ケ
イ
ン
ズ
は
、
失
業
者
が
増
え
資
源
が
余

っ
て
い
る
の
は
、

生
産
量
(
賃
金
や
利
潤
と
な

っ
て
何
ら
か
の
人
の
所
得
と
な
る
。
)

が
少
な
い
か
ら
で
、
生
産
量
が
ふ
え
れ
ば
そ
れ
に
つ
れ
て
失
業

者
も
減

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
生
産
量
(
所
得
)
と
雇
用
量
は

社
会
全
体
の
需
要
量
(
有
効
需
要
)
が
ふ
え
れ
ば
そ
れ
に
つ
れ

て
ふ
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
経
済
の
規
模
は
有
効
需

要
の
大
き
さ
に
よ

っ
て
決
ま
る
、
と
い
う
考
え
方
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
有
効
需
要
に
は
、
消
費
者
が
も
の
を
買
う
消
費
需
要

と
、
企
業
を
営
む
た
め
に
機
械
や
工
場
を
ふ
や
す
た
め
の
投
資

需
要
と
が
あ
り
ま
す
。

め
に
は
、
投
資
を
政
策
的
に
ふ
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
民

間
投
資
が
伸
び
な
い
場
合
は
、
政
府
自
ら
が
公
債
な
ど
を
財
源

と
す
る
財
政
支
出
に
よ

っ
て
、
投
資
を
生
み
だ
す
こ
と
の
必
要

性
が
主
張
さ
れ
、
現
実
に
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ

l
ル
政
策

と
し
て
応
用
さ
れ
、
功
を
奏
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
財
政
支
出
(
投
資
)
の
増
加
が
ど
の
よ
う
に
し

て
所
得
の
拡
大
を
も
た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
ダ
ム
の
建
設
に
財
政
支
出
さ
れ
た
場
合
、

一
部
は
建
設

会
社
に
従
事
す
る
労
働
者
や
企
業
の
所
得
に
、

一
部
は
ダ
ム
建

設
の
た
め
の
原
材
料
の
購
入
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
次
に
、
原
材

料
産
業
は
、
需
要
に
対
処
し
て
生
産
を
増
加
さ
せ
る
結
果
、
原

材
料
産
業
の
労
働
者
や
企
業
の
所
得
に
な
り
、
生
産
に
必
要
な

原
料
や
資
材
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
所
得
の

一
部
は
、
消

費
需
要
と
し
て
消
費
材
の
購
入
に
あ
て
ら
れ
、
つ
、
ぎ
つ
ぎ
に
社

会
全
体
に
波
及
し
て
、
そ
れ
に
伴

っ
て
所
得
の
増
加
を
引
き
起

こ
し
、
最
初
の
財
政
支
出
が
何
倍
も
の
所
得
の
増
加
と
な

っ
て

景
気
を
刺
激
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

(
乗
数
効
果
)

-9-

圏
現
在
の
財
政
政
策

こ
の
う
ち
消
費
の
方
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
所
得
の
大
き
さ
現
在
で
は
、
経
済
の
成
長
過
程
に
お
け
る
景
気
循
環
の
幅
を

に
ほ
ぼ
対
応
し
て
決
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
投
資
の
大
き
さ
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
安
定
し
た
経
済
の
成
長
を
続
け
て
い

は
独
自
の
原
因
で
決
ま
り
、
結
局
は
所
得
の
大
き
さ
全
体
を
決
く
う
え
で
、
財
政
政
策
は
も

っ
と
も
有
効
な
手
段
で
す
。
供
給

め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

能
力
が
有
効
需
要
を
こ
え
て
い
る
場
合
に
は
、
税
収
入
よ
り
も

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
基
本
に
し
て
、
不
況
を
克
服
す
る
た
支
出
を
多
く
し
て
、
有
効
需
要
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
よ

っ
て

国
の
予
算
に
お
い
て
も
、
ま
た
各
地
方
公
共
団
体
の
予
算
に

・
お
い
て
も
、
同
様
の
借
置
が
と
ら
れ
、
公
共
投
資
の
拡
大
が
、

い
ま
ま
で
述
べ
て
き
ま
し
た
経
済
の
し
く
み
に
よ
っ
て
産
業
に

刺
激
を
与
え
、
や
が
て
景
気
は
回
復
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

¥ノ4
て
い
ま
す
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
公
共
投
資
に
よ
る
住
宅
、
道

路
、
上
・
下
水
道
な
ど
社
会
資
本
の
充
実
は
、
高
度
な
福
祉
社

会
の
実
現
に
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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北
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正
見
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明
治
三
十
六
年
富
山
市
の
生
ま
れ
。
東
大
医
学
部

卒
。
病
原
体
の
一
種
で
あ
る
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
の
研
究

で
、
昭
和
八
年
に
は
医
学
博
士
。
東
大
助
教
授
を
経

て
、
二
十
一
年
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
リ
ケ
ッ
チ
ア

ビ
ー
ル
ス
部
長
に
就
任
。

各
種
の
病
原
菌
の
研
究
で
「
浅
川
賞
」
「
服
部
報

公
賞
」
イ
タ
リ
ア
政
府
の
「
コ
メ
ン
ダ
ト
l
レ
」
三

等
を
授
与
さ
れ
る
。

現
在
、
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
副
所
長
の
ほ
か
、

W
H
O
専
問
委
員
、
細
菌
学
・
伝
染
病
・
ビ
ー
ル
ス

学
界
の
評
議
員
な
ど
、
多
く
の
要
職
で
活
躍
さ
れ
て

、ドヲ匂。

J

九
日
頃
き
れ
れ
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こ
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巧
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し、
4・‘

し

こ
の
数
年
間
、
私
た
ち
は
い
く
つ
か
の
選
挙
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
が
、
選
、
挙
の
た
び
に
問
題
と
さ
れ

る
も
の
に
、
「
投
票
率
」
が
あ
り
ま
す
。
高
い
投
票

率
を
期
待
す
る
の
は
誰
で
も
同
じ
で
す
が
、
今
ま
で

の
状
況
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
現
実
は
必
ず
し
も
楽

観
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
投
票
率
に
関
す

る
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
と

思
い
ま
す
。
大
き
な
選
挙
に
な
る
ほ
ど
投
票
率
は
低

く
、
身
近
な
選
挙
に
な
る
ほ
ど
投
票
率
は
高
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

選
挙
の
種
類
に
よ
っ
て
投
票
に
軽
重
の
差
は
な
い

は
ず
で
す
が
、
実
状
は
ま
こ
と
に
き
び
し
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

投
票
率
の
動
向
が
問
題
に
さ
れ
る
と
き
、
い
つ
で

も
そ
の
最
大
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
に
、

「
若
い
層
の
棄
権
」
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の
選
挙
で

は
、
こ
れ
が
特
に
目
に
つ
く
現
象
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
次
の
表
に
掲
げ
た
数
字
が
、
な
に
よ
り
も
雄

弁
に
も
の
が
た
つ
て
い
ま
す
。
年
代
別
人
口
で
は
最

も
多
く
を
占
め
る
グ
ル
ー
プ
の
投
票
率
が
低
い
た
め

に
、
結
果
と
し
て
全
体
の
投
票
率
を
ひ
き
さ
げ
る
働

き
を
し
て
い
る
の
で
す
。
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な

く
、
私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
、
政
治
の
占
め
る
役

割
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
今
後
、
ま
す
ま

す
増
大
し
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
ま
ち
が
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
市
町
村
の
政
治
、
県
の
政
治
、

国
の
政
治
。
そ
れ
ら
の
ど
れ
を
取
り
上
げ
て
み
て
も

私
た
ち
の
生
活
に
無
関
係
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
反
面
、
私
た
ち
が
日
常
社
会
生
活
の
う
え
で
、

政
治
自
体
の
影
響
を
直
接
肌
に
感
ず
る
度
合
が
、
比

ii民政
両国
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較
的
薄
い
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
理
屈
の
う
え

で
は
、
政
治
の
重
要
性
を
十
分
に
理
解
し
な
が
ら
、

私
た
ち
を
と
り
ま
く
各
種
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

情
報
の
洪
水
に
よ
っ
て
、
政
治
の
動
き
が
い
か
に
大

き
く
扱
わ
れ
よ
う
と
も
、
雲
の
上
の
こ
と
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
、
い
つ
し
か
た
く
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ス
の
な

か
の
ひ
と
つ
に
過
、
ぎ
な
く
な
り
、
私
た
ち
の
関
心
か

ら
外
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
し
て
や
、
実
社
会
に
出
て

か
ら
日
も
浅
く
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
こ
と
が
ら
が
物

珍
ら
し
く
、
多
く
の
知
識
を
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
よ
う

と
す
る
二
十
才
代
前
半
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
政
治

と
い
う
も
の
の
本
当
の
重
要
性
、
本
当
の
力
に
容
易

に
な
じ
め
な
く
、
自
分
た
ち
の
生
活
の
な
か
に
と
り

入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
あ
な
が
ち
否
定

は
で
き
な
い
面
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
忙
し
く
っ
て
、
政
治
な
ど
に
構
っ
て

い
ら
れ
な
い
」
。

「面
倒
く
さ
く
て
、
投
票
に
行
け

な
い
」

。
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
と
き
、
私
た
ち

は
選
挙
制
度
を
基
礎
と
し
た
代
議
制
政
治
制
度
の
将

来
に
、
い
ち
ま
つ
の
不
安
を
感
ず
る
の
で
す
。
こ
の

選
挙
制
度
こ
そ
、
私
た
ち
が
永
年
に
わ
た

っ
て
築
き

あ
げ
て
き
た
英
知
の
結
晶
な
の
で
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
「
政
治
的
関
心
の
度
合
は
、
投
票
率
の
高
低
と

は
関
係
が
な
い
」
「
投
票
率
の
中
味
に
こ
そ
問
題
が

あ
る
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
一
面
の
真
理
を
述
べ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
投
票
率
が

低
く
て
は
、
選
挙
の
意
味
が
失
わ
れ
ま
す
。

選
挙
の
実
態
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
選
挙
が
ま
す
ま

す
都
会
型

-L
K
型
化
す
る
一
方
、
政
策
を
語
っ
て
有

権
者
を
説
伊
F
〈一右
方
法
よ
り
も
、
音
と
色
と
ム

ー
ド

二
月
一
五
目
、
広
和
四
十
七
年
度
予
算
案
き
ま
る

県
は
、
四

f
L年度
予
算
案
と
し
て
、
愛
と
繁
栄

を
基
調
に
一
般
会
計
九

O
五
億

一
、

一
二
九
万
円
、

特
別
収
益
・
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
て
一
、
一

一
九
億

三
、
八
二
O
万
円
と
発
表
し
た
。

二
月
一

五
日
冬
季
国
体
に
選
手
団
三
五
人
参
加

第
二
十
七
回
国
体
冬
季
大
会
、
ス
キ
l
競
技
会
は

二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
鳥
取
県
・
豪
円
山
ス

キ
l
場
を
中
心
に
聞
か
れ
た
。
開
会
に
さ
き
だ
ち
、

参
加
富
山
県
選
手
団
の
結
団
式
と
壮
行
会
が
行
な
わ

れ
た
。
昭
和
五
十
一
年
に
、
富
山
県
で
国
体
冬
季
大
会
開

催
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
選
手
団
が
は

じ
め
て
三
十
人
を
こ
え
た
。

一
一
月
一
五
日

東

水
路
へ
初
入
港

固
と
県
が
し
ゅ
ん
せ
つ
を
進
め
て
い
る
富
山
新
港

の
東
水
路
が
一
部
完
成
し
、
木
材
専
用
ふ
頭
に
ソ
連

船
ク
ル
ン
ダ
号
が
初
入
港
し
た
。

.
東
水
路
は
四
十
五
年
十
一
月
か
ら
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
を
は
じ
め
て
い
た
も
の
で
、
四
十
七
年
度
中
に
、

一
、
七

O
O
M
、
幅
三
五

O
M
、
水
深
一

O
M
の
水

路
が
完
成
す
る
。

昭和47年度予算案きまる

で
大
量
票
を
つ
か
も
う
と
す
る
選
挙
運

動
が
横
行
し
て
、
選
挙
運
動
が
形
式
に

流
れ
が
ち
な
の
が
現
実
の
姿
で
す
。
そ

の
意
味
に
お
い
て
、
選
挙
制
度
の
運
用

の
し
か
た
や
、
ひ
い
て
は
選
挙
制
度
そ

の
も
の
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
有
識

者
の
聞
に
再
検
討
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
は
、
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
で

き
る
最
良
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
政
治
を

よ
り
よ
く
改
善
し
て
ゆ
く
た
め
に
も
、

選
挙
を
素
通
り
に
は
で
き
な
い
の
で
す
。

「
政
治
が
悪
い
」
と
叫
ぶ
に
は
、
ま
ず

投
票
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
も
う

一
度
、
年
代
別
投
票

率
を
見
直
し
て
、
選
挙
を
明
る
く
正
し

い
も
の
に
、
選
挙
を
選
挙
と
し
て
の
効

果
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
青
年

層
の
一
段
の
理
解
と
努
力
を
促
し
た
い

の
で
す
。

最近の選挙における投票率の推移

な引(
44 . 12 . 27 46. 4 . 11 46. 6 .27 

衆院選 ・知事選 県議選 参院選

全体の投票率 77.2 83.8 65. 7 

20才代の投票率 74.4 75.4 61. 2 

一 13-

46. 6.27参院選における年代別投票率

(注)年代別投票率は、標準的な投票区を抽出して推計したものです。

第 1表

第 2表

噛

二
月
一
八
日

¥
ノ

南
米
パ
ラ
グ
ァ
イ
国
イ
グ
ア
ス
へ
移
住
す
る
山
本

登
美
雄
さ
ん
一
家
と
、
石
田
修
三
さ
ん
の
壮
行
会
が

県
斤
で
行
な
わ
れ
た
。

一
一
月
一
二
日
輸
送
対
策
協
を
設
置

富
山
新
港
臨
海
工
業
鉄
道
建
設
促
進
同
盟
会
は
、

運
輸
調
査
局
か
ら
中
問
答
申
の
あ

っ
た
臨
海
鉄
道
敷

設
ル

l
ト
の
調
査
報
告
を
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
、
ル

l
ト
八
案
の
う
ち
、
最
も
経
済
効

率
の
高
い
能
町
|
新
港
|
呉
羽
ル

l
ト
案
を
、
貨
物

流
通
問
題
に
ま
で
ひ
ろ
げ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
、
四
月
に
富
山
・
高
岡
地
区
貨
物
輸
送
対
策

協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
総
合
的
に
計
画
を
た
て
て
い

く
こ
と
を
決
め
た
。

二
月
二
四
日
繁
久
寺
橋
が
開
通

県
が
六
億
七
千
万
円
を
か
け
て
、
五
年
半
が
か
り

の
工
事
を
進
め
て
い
た
、
高
岡
市
街
地
と
高
岡
駅
南

地
区
を
結
ぶ
県
道
片
原
町
伏
間
江
線
の
繁
久
寺
踏

切
立
体
交
差
が
開
通
し
た
。

一
一
月
二
三
日
青
年
議
会
閉
会

第
十
五
回
富
山
県
青
年
議
会
最
後
の
本
会
議
が
、

二
十
三
日
議
会
大
会
議
室
で
ひ
ら
か
れ
、
代
表
質
問

東水路へ初入港

-
一
般
質
問
な
ど
の
あ
と
、
県
政
研
究
議
案
を
採
択

し
、
交
通
安
全
対
策

・
青
年
議
会
の
本
会
議
場
使
用

な
ど
、
議
員
提
出
に
よ
る
二
つ

の
議
案
を
可
決
し
て
、

九
月
か
ら
半
年
に
わ
た
る
議
会
を
終
了
し
た
。

二
月
二
九
日
二
月
県
議
会
ひ
ら
く

一一
月
定
例
県
議
会
は
本
会
議
を
ひ
ら
い
で
、
会
期

を
三
月
二
十
二
日
ま
で
の
二
三
日
間
と
決
め
た
あ
と

四
十
七
年
度
予
算
案
な
ど
六
七
議
案
、
専
決
処
分
の

報
告
四
件
、
あ
わ
せ
て
六
九
案
件
を
上
程
、
中
田
知

事
が
提
案
理
由
を
説
明
し
た
。

三
月
一
日
今
冬
最
高
の
積
雪

暖
冬
異
変
も
、

三
月
に
入

っ
て
本
格
的
な
雪
模
桟

と
な
り
、
宇
奈
月
・
猪
谷
で
五

O
セヘ

高
岡
で
二
0

4
、
富
山
で
三
O
弓
と、

A
7
冬
最
高
の
積
雪
と
な

っ

た
。
三
月
六
日
山
田
村
で
移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
者
の
買
い
物
相
談
や
苦
情
、
商
品
テ
ス
ト
を

行
な
う
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
移
動
展
が
、

山
田
村
役
場
の
二
階
ホ
ー
ル
で
ひ
ら
か
れ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
が
富
山
市
周
辺
の
人
に

集
中
し
が
ち
の
た
め
、
県
下
市
町
村
を
ま
わ

っ
て、

か
し
こ
い
消
費
者
ゃつ
く
り
に
役
立
て
て
い
る
。

- 14 

青年議会閉会

山田村移動消費生活センター



-
風
俗
百
年

持士
:p;;. 

日
本
に
洋
服
、が
は
い

っ
て
き
た
の
は
、
文
明
開
化

の
明
治
に
な

っ
て
か
ら
で
、
ま
ず
軍
服
か
ら
は
じ
ま

ろ

二

勺

っ
た
。
明
治
三
年
に
赤
帽
紺
色
、
肋
骨
入
り
の
も
の

が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
役
人

・
警
官

・
教

員
も
制
服
を
着
る
よ
う
に
な

っ
た
。
明
治
六
年
に
は

天
皇
み
ず
か
ら
断
髪
洋
装
の
手
本
を
示
さ
れ
た
。
女

子
の
洋
装
は
、
配
布
附
即
時
代
(
明
治
十
六
年
)
ご
ろ

か
ら
は
じ
ま

っ
た
ら
し
い
。

富
山
県
で
は
、
明
治
二
十
年
に
国
重
県
知
事
が
訓

令
し
て
、
以
後
生
徒
の
服
装
は
洋
服
と
し
、
生
地
は

小
倉
(
地
の
厚
い
も
め
ん
生
地
)
、
色
は
夏
は
山
県
、

冬
は
紺
と
指
示
し
て
い
る
が
、
，
ど
の
程
度
着
用
さ
れ

た
も
の
だ
ろ
う
。
当
時
は
官
僚
万
能
時
代
で
、
洋
服

と
鼻
下
に
ひ
げ
を
つ
け
た
姿
は
、
あ
こ
が
れ
の
的
で

あ

っ
た
。
し
か
し
、

一
般
に
県
内
は
和
装
時
代
で
、

わ
ず
か
に
男
子
に
洋
服
が
開
発
さ
れ
だ
し
た
程
度
で

あ

っ
た
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
看
護
婦

・
女
教
師

・

女
医
者
・
電
話
交
換
手
あ
た
り
か
ら
洋
装
が
は
じ
ま

っ
た
。

つ
ま
り
、
職
業
服
と
し
て
女
子
の
職
場
進
出

と
共
に
発
生
し
た
も
の
で
、
軽
快
な
運
動
服
と
し
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
ご

ろ
か
ら
ニ
キ
ピ
学
生
の
目
を
引
い
た
女
学
生
の
海
老

茶
は
か
ま
も
、
セ
ー
ラ
ー
服
に
変
り
は
じ
め
る
の
で

あ
る
。
や
が
て
エ
ロ

・
グ
ロ

・
ナ
ン
セ
ン
ス
の
時
代

と
な
り
、
パ
ー
や
カ
フ
エ
ー
が
誕
生
し
、
流
行
歌
に

暖
か
い
日
が
つ
づ
く
よ
う
に
な
る
と
、
冷
め
た
い

飲
み
も
の
が
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ジ

ュ
ー
ス
類
を
飲
む
の
な
ら
、
栄
養
の
あ
る
牛

乳
を
と
思
わ
れ
る
方
も
あ
る
で
し

ょ
う
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
牛
乳
と
通
称
し
て
い
る
も
の

に
は
、
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

国

牛

手し

牛
か
ら
し
ぼ

っ
た
乳
を
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
殺

菌
し
、
脂
肪
球
を
こ
ま
か
く
し
て
、
均
質
化
し
た
だ

け
で
販
売
し
て
い
る
も
の
で
す
。

よ
く
「
牛
乳
の
中
に
水
を
混
ぜ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
牛
乳
の
場

合
は
水
を
混
ぜ
.
た
り
、
そ
の
他
の
加
工
操
作
は
い
っ

さ
い
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ダ
ン
ス
が
は
や
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
ハ
イ
カ
ラ
女
性

に
は
、
洋
装

・
パ
ラ
ソ
ル

・
断
髪

・
ハ
イ
ヒ
ー
ル
が

喜
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

一
部
の

こ
と
で
、
家
庭
着
に
な
る
の
は
ま
だ
ま
だ
後
の
こ
と

で
あ
る
。

男
の
洋
服
は
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
早
か

っ
た
。
中

学
生
な
ど
の
制
服
か
ら
は
じ
ま

っ
て、

子
ど
も
も
洋

服
化
し
、
し
だ
い
に
官
吏

・
会
社
員
に
も
ひ
ろ
ま
り

小
僧
・
番
頭
に
い
た
る
ま
で
、
洋
服
に
ゴ
ム
靴
が
は

や
る
よ
う
に
ーな

っ
た
。

つ
ま
り
、
仕
事
着
と
し
て
着

用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

ふ
だ
ん
着
ま
で
は

浸
透
せ
ず
、
二
重
生
活
の
嘆
き
が
た
え
な
か

っ
た
。

や
が
て
戦
時
下
に
な
る
と
、
服
装
も
軍
国
調

一
点

張
り
に
な
る
。
す
べ
て
を
国
へ
さ
さ
げ
、
衣
類
の
切

符
制
と
共
に
、
昭
和
十
五
年
に
は
男
は
カ

l
キ
色
の

国
民
服
に
、
女
は
筒
袖

・
モ
ン
ペ
姿
の
婦
人
標
準
服

に
統

一
さ
れ
、
防
空
活
動
や
竹
槍
訓
練
に
精
を
出
し

た
の
で
あ
る
。
戦
後
し
ば
ら
く
は
、
な
い
な
い
づ
く

し
の
裸
生
活
で
、
父
母
の
古
着
類
を
タ
ン
ス
の
底
か

ら
引
き
出
し
て
、
つ
く
り
直
し
た
竹
の
子
生
活
が
つ

づ
い
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ
か
ら
経
済
も
復
興
し

て
、
衣
類
も
出
ま
わ
り
、
自
由
な
空
気
に
解
放
さ
れ

る
と
、
ニ

ュ
l
モ
l
ド
の
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
、
派
手

な
洋
装
が
流
、

J

だ
し
た
。
庖
頭
に
は
色
鮮
や
か
な

女
性
の
服
が

ぽ

A
ら
ん
し
、
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ

直
加
工
刊
し

加
工
乳
は
牛
乳
と
外
観
は
同
じ
で
す
が
、
そ
の
成

分
は
牛
乳
以
上
で
、
微
量
の
栄
養
素
も
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

加
工
の
方
法
は

一
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
牛
乳
に

牛
乳
成
分
を
増
強
し
た
り
、
ビ
タ
ミ
ン
類
や
鉄
八
刀
な

ど
を
添
加
し
た
も
の
、
全
粉
乳
(
牛
乳
を
乾
燥
さ
せ

た
も
の
)
や
、
脱
脂
粉
乳
に
水
を
加
え
、
バ
タ
ー
や

ビ
タ
ミ
ン
類

・
鉄
分
な
ど
を
添
加
し
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。

直
乳
飲
料

牛
乳
や
乳
製
品
を
主
原
料
と
し
て
、
こ
れ
に
砂
糖

・
コ
ー
ヒ
ー

・
色
素

・
香
料

・
果
汁
な
ど
を
入
れ
て

作

っ
た
飲
み
も
の
で
す
。
乳
飲
料
は
、
普
通
牛
乳
や

加
工
乳
と
は
成
分
の
う
え
で
全
然
異
な

っ
た
も
の
で

す
。
し
た
が

っ
て
、
噌
好
飲
料
と
割
り
切

っ
て
考
え

②
製
造
年
月
日
ま
た
は
製
造
日

③
主
要
な
混
合
物
の
名
称
お
よ
び
そ
の
重
量
百
分

市
部
+

④
食
品
添
加
物
が
あ
れ
ば
そ
の
種
類

⑤
製
造
所
の
所
在
地

⑥
製
造
業
者
名
(
法
人
の
場
合
は
名
称
)

な
お
こ
の
ほ
か
、
業
界
の
自
主
規
制
に
よ
り
、
次

の
こ
と
が
標
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
牛
乳

・
加
工
乳
に
は
、
乳
脂
肪
分
と
無
脂
乳
固
形

分
の
含
有
率

鹿

鳴

館

時

代

明
治
時
代
有
名
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

昭
和
初
期
の
洋
装

昭
和
十
五
年
ご
ろ
の
女
の
子

.. 

る
方
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

-
牛
乳
は

フ
タ
を
読
ん
で

飲
み
ま
し

ょ
F

つ

こ
れ
ら
の
牛
乳
に
は
食
品
衛
生
法
に
よ
り
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
フ
タ
に
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
牛
乳
・
加
工
乳

が
は
や
り
、
し
な
や

か
な
体
に
ぴ

っ
た
り

ムロ

っ
た
か

つ
こ
う
に

な

っ
て
き
た
。
は
じ

め
は
、
ロ
ン
グ
ス
カ

ー
ト
の
優
美
な
曲
線

が
足
首
ま
で
お
お

っ

て
い
た
が
、
そ
の
後

昭
和
四
十
年
す
ぎ
か

ら
、
ミ
ニ

・
ス
カ
ー

ト
に
な
り
、
ひ
ざ
上

二
十
J
J
と
脚
線
美
も

よ
く
、
ス
タ
イ
ル
や

着
こ
な
し
が
身
に
つ

い
て
き
た
。
最
近
は

洋
服
が
家
庭
生
活
の

中
で
ふ
だ
ん
着
と
な

り
、
男
の
和
装
姿
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
女

性
の
和
服
姿
は
、
し

だ
い
に
晴
着
衣
装
化

し
て
い
く
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
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①
種
類
別

②
製
造
年
月
日
ま
た
は
製
造
日

③
殺
菌
温
度
お
よ
び
製
造
時
間

④
乳
処
理
場
の
所
在
地

⑤
乳
処
理
業
者
名
(
法
人
の
場
合
は
名
称
)

②
乳
飲
料
に
は
、
牛
乳
分

・
脱
脂
乳
分

・
糖
分
の
合

有
率
と
そ
の
他
の
主
要
原
料
名

③
飲
用
乳
の
容
器
に
は
「
要
冷
蔵
」
ま
た
は
「
冷
蔵

保
存
」
の
文
字

④
こ
の
規
約
に
し
た
が

っ
て
製
造
さ
れ
た
飲
用
乳
の

容
器
に
は

〈公
正
〉
の
マ

l
ク
を
つ
け
る
。

V
乳
飲
料

①
種
類
別
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聞

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
裁
判
関
係
の
ニ
ュ
ー

ス
が
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
、

「
裁
判
所
、

O
O事

件
で
訴
訟
救
助
」
「
訴
訟
救
助
の
わ
く
広
が
る
」
と

い
っ
た
報
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
訴
訟
救
助
の
制
度

に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

置
わ
た
し
た
ち
が
、
交
通
事
故
や
公
害
な
ど
の
被

害
を
受
け
て
、
損
害
賠
償
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
ま

と
ま
ら
ず
、
争
い
が
お
き
た
と
き
は
、
裁
判
所
に
訴

え
て
、
ど
ち
ら
の
き
け
い
分
が
正
し
い
か
を
決
め
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
訴
え
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
ま
ず
訴
え
る
理
由
を
し
た
た
め
た
書
面

を
裁
判
所
に
提
出
し
ま
す
が
、
そ
の
書
面
に
は
印
紙

を
は
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
に
自
分
の
主
張
が
正

し
い
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、

詔
刈
吋
鋪
司
刈

斗

す
ぞ

る

と

tt宇
P
寺
子
が
、
こ
の
証
人
や
鑑
定
人

に
は
旅
費
・
日
当

・
宿
泊
料

・

に
お
す
る
報
酬

な
ど
を
支
払
う
必
要
が
あ
りl
計
汁
.1
こ
れ|
叶

叫
膏
用

は
、
最
終
的
に
は
訴
訟
に
負
巾
た
者
が
負
担
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
訴
訟
の
勝
ち
負
け
が
決
ま

る
ま
で
は
、
自
分
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
金
が
な
い
た
め
に
、
泣
き
寝
入
内
rを

L
宇
り
、
不

利
な
条
件
で
妥
協
を
し
た
り
、
訴
え
て
も
十
分
な
証

拠
が
出
せ
な
い
と
い

っ
た
こ
と
で
、
勝
つ
こ
と
の
で

き
る
訴
訟
じ
負
け
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
で
は
、
民
主
主
義
の
も
と
を
な
す
「
法
の
支

配
」
が
、
「
力
の
支
配
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と

い
う
お
そ
れ
が
出
て
パ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
訴
訟

救
助
の
制
度
は
、
貧
凶
で
あ

っ
て
も
、
裁
判
に
よ

っ

て
権
利
の
保
護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
力
に
よ

る
社
会
秩
序
の
破
壊
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
訴
状
に
印

紙
を
は
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
証
人
や
鑑
定
人

に
支
払
う
お
金
も
、
国
が
一
時
立
て
替
え
て
く
れ
ま

す
。司

却

す

曳
け
る
た
め
に

d
J訟
費
用
を
支

払

J
3
R
13、有
ゴ
司
司
対
な

い
わ
け
で
は
旬

司
コ

d
の、

二

つ
の
条
件
が
必
要
で

す
。訴

訟
政
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
裁
判
所
に

訴
訟
救
助
の
申
し
立
て
を
し
、
救
助
を
求
め
る
理
由

を
述
べ
る
と
と
も
に
、

二
つ

の
条
件
、
特
に
自
分
に

資
力
が
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
資
料
を
提
出
し
な

け
れ
ば
・
な
り
ま
せ
ん
。

訴
訟
救
助
が
与
え
ら
れ
ま
す
と
、
国
が
必
要
な
訴

最
近
の

ー
ス
を
見
て
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t
川
口.
h

叫
ん
川
引

あ
さ
ま
山
荘
の
過
激
派
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
、
最

近
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
連
日
連
夜
私
た
ち
の
目
の
前
に

写
し
出
し
ま
し
た
。
あ
の
光
景
を
見
て
い
る
と
、
い

っ
た
い
彼
ら
の
人
間
観
、
人
間
の
善
悪
と
い
う
も
の

は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
彼

ら
を
見
る
と
、
人
間
と
い
う
の
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
、
善
な
る
も
の
な
の
か
、
悪
な
る
も
の
な
の
か

わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
な
ん
の
憎
し
み
や
恨
み
も

な
い
一
市
民
牟
田
泰
子
さ
ん
を
人
質
に
し
て
、
そ
の

生
死
も
確
か
め
ら
れ
ず
、
ろ
う
城
し
て
い
る
彼
ら
に

は
良
心
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
警
察
の
粘
り
強
い

説
得
に
も
応
ぜ
ず
、
犯
人
の
母
親
の
呼
び
か
け
に
も

応
答
な
く
、
い

っ
た
い
彼
ら
は
何
を
考
え
、
そ
し
て

全
く
無
縁
の
善
良
な
か
弱
け
い
女
性
を
ど
う
す
る
つ
も

り
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
毎
日
国
民
が
身
を
案
じ
て

様
子
を
見
守
っ
て
い
た
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、
私

も
人
質
の
生
存
を
信
じ
念
じ
て
い
る

一
人
で
し
た
。

十
日
目
に
入

っ
て
、
や
っ
と
警
察
側
も
強
行
手
段

を
と
り
、
長
時
間
か
か
っ
て
犯
人
を
逮
捕
し
た
そ
の

瞬
間
、
「
死
ん
で
し
ま
え
」
と
い
う
声
が
出
た
。

こ

ん
な
に
世
間
を
騒
が
せ
た
彼
ら
の
目
的
は
、
な
ん
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
警
察
側
へ
の
抵
抗
に
す
ぎ

な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
は
革
命
の
起
爆
力

た
ら
ん
と
潜
伏
し
、
準
備
活
動
を
続
け
て
い
た
の
だ

そ
う
で
す
が
、
い

っ
た
い
彼
ら
の
考
え
て
い
る
平
和

な
社
会
と
は
、
ど
ん
な
社
会
で
し
ょ
う
か
。
な
る
ほ

ど
、
現
在
の
社
会
に
は
い
ろ
い
ろ
な
矛
盾
や
社
会
悪

(J 

が
あ
り
ま
す
。
政
治
の
貧
困
さ
も
司

}
d
ま
ん
。
し

か
し
、
戦
争
を
憎
ん
だ
わ
れ
わ
れ
は
平
和
を
念
じ

て
お
互
い
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
信
念
や
思
想
を
わ

か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
手
段
を
選
ば
な
い
と
い
う

行
為
は
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
幸
い
に
、
泰

子
さ
ん
は
救
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
人
の
警
察
官
の

命
を
奪
い
、
数
人
の
怪
我
人
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の

よ
う
な
行
為
は
許
し
が
た
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

富

山

市

大

泉

二

区

宮

川

礼

子

期
待
と
協
力

青
く
澄
ん
だ
空
に
輝
や
く
白
銀
の
立
山
。
そ
れ
は

自
然
の
恵
み
。
海
に
は
能
登
半
島
を
防
波
堤
に
し
た

富
山
湾
が
あ
り
、
新
時
代
を
築
く
で
あ
ろ
う
富
山
新

訟
費
用
を
立
て
倖
え
て
、
そ
の
訴
訟
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
救
助
を
受
け
た
人
が
、
そ
の
後
、
資
力

を
回
復
す
る
と
、
訴
訟
救
助
の
決
定
が
取
り
消
さ
れ

て
、
支
払
い
を
猶
予
さ
れ
て
い
た
費
用
を
国
に
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
主
と
し
て
交
通
事
故
や
、
公
害
を

理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
で
現
在
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
の
す
べ
て
の
民
事
訴
訟
に

も
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

な
お
、
訴
訟
救
助
の
制
度
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う

に
印
紙
代
や
証
拠
調
べ
の
費
用
を
カ
バ
ー
す
る
も
の

で
、
弁
護
士
費
用
ま
で
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
舟

識
ガ
賞

肺

U
.カ
ペ

は

吟

社

{も

qロ
は、

つ
沼
団
対
叫
叫
剖
刈
d
d
j
d引
オ
1
4
1わ

4
qバ
お

き

ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
裁
判
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

。
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二
月
号
掲
載
の
、
国
民
健
康
保
険
の
強
制
加
入
に

つ
い
て
の
記
事
中
、
「
退
職
し
た
日
か
ら
五
年
間
」

と
あ
る
の
は
「
そ
の
病
気
の
初
診
の
日
か
ら
五
年
間

」
の
-挟
ま
り
。

ま
た
、

「
文
化
財
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
の
記
事
の

中
で
、
国
指
定
文
化
財
、
五
箇
山
菅
沼
部
議
の
写
真

は
、
相
倉
部
落
の
誤
ま
り
で
し
た
の
で
、
お
わ
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

港
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
対
岸
に
は
、
日
本
に
追
い

つ
け
と
国
土
の
開
発
に
意
気
込
ん
で
い
る
韓
国
、
シ

ベ
リ
ア
の
開
発
を
進
め
る
ソ
連
、
そ
し

て
今
話
題
に

な

っ
て
い
る
北
朝
鮮
が
あ
り
ま
す
。

地
の
利
を
最
大
限
に
利
用
し
た
政
治
、
そ
れ
は
産

業
の
発
展
を
急
速
に
進
め
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
何

に
も
ま
さ
る
資
本
で
す
。
富
山
県
の
発
展
は
、
こ

の

地
の
利
を
利
用
し
た
産
業
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
は
す
べ
て
の
人
々
の
も
の
で
す
。
大

自
然
の
偉
大
さ
を
知
る
時
、
そ
れ
は
勇
気
を
与
え
て

く
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
産
業
は
私
た
ち
に
生
き

る
か
て
と
な
る
職
を
与
え
、
新
し
い
都
市
を
造
り
、

よ
り
良
い
環
境
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
現
実
は
、
よ
り
完
全
な
計
画
を
要
求

し
て
き
て
い
ま
す
。
大
き
な
計
画
の

一
部
分
の
ミ
ス

は
、
憎
む
べ
き
数
々
の
公
害
を
生
み
、
木
や
鳥
や
魚

を
も
む
し
ば
み
、
人
間
す
ら
も
疎
外
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
悪
化
は
、
県
民
の
皆

さ
ん
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
声
は
直
接
の

被
害
者
の
声
で
す
。
こ
れ
の
解
決
な
く
し
で
真
の
発

展
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
人
間
あ

っ
て
の
産
業
で
あ
り

社
会
で
あ
る
は
ず
で
す
か
ら
。

県
内
各
地
へ
流
れ
る
情
報
の
数
々
。

い
ろ
い
ろ
な

経
路
を
へ
て
、
私
ど
も
に
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
そ
の

中
い
く
つ
か
は
当
事
者
と
な
り
、
そ
の
恩
恵
を
受
け

て
感
謝
す
る
。
時
に
は
中
継
者
と
な

っ
て
評
価
し
、

関
心
あ
る
人
々
に
お
伝
え
す
る
。
ま
た
、

一
県
民
と

し
て
自
分
な
り
に
判
断
し
批
判
し
な
が
ら
、
自
己
の

形
成
に
努
め
情
操
を
育
て
る
。
そ
ん
な
人
間
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

県
政
は
私
た
ち
の
指
針
で
す
。
私
た
ち
が
常
日
頃

県
政
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
、
明
る
く
住
み
良
い
郷

土
の
建
設
で
す
。

こ
れ
を
達
成
す
べ
く
努
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
私
た
ち
も
ま
た
、
そ

れ
に
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

西

砺

波

郡

福

光

町

吉

江

中

六

七

六

木

下

顕

信
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富山県消防学校
複雑多様化する社会環境の変化は、消火活動を困難にするとともに、高度な科学性が要求される。また、

作業はよ一刻を争う 。 人命救出にあた っては、わが身をかけなければならないこともある 。

この要請に応えるため、消防学校では救助活動 ・危険物 ・原因調査 ・無線通信など、実態に応じた課程が

つくられ、徹底した訓練によって、科学的消防技術の習得と 、強じんな体力がつちかわれる 。

① 耐熱服に身を固めた訓練に 緊張感がみなぎる

② 赤い消防自動車は 校舎と一体になっている

③ 人命を救うための応急手当は重要なこと ダミーも一役

④ 帽子はソレ ッというときに 責任と義務にと ってかわる



ん幽零

ゴ
ウ
ッ

l
。
ウ
オ
|
ン
、
ウ
ォ
|
ン
、
ウ
オ
|
ン

と
、
遠
く
ま
で
無
気
味
な
地
鳴
り
を
響
か
せ
て
落
下

し
て
い
く
、
五
箇
山
の
雪
崩
(
な
だ
れ
)
は
す
さ
ま

じ
い

。
も
の
す
ご
い
雪
煙
は
次
々
と
大
木
を
根
こ
そ

ぎ
は
ね
あ
げ
な
が
ら
、
谷
底
深
く
沈
む
か
と
み
る
や

た
ち
ま
ち
鎌
首
を
も
た
げ
、
白
い
怒
涛
と
化
し
向
い

の
山
に
か
け
の
ぼ

っ
て
い
く
。
オ
ド
ロ
、
オ
ド
ロ
と

地
鳴
り
は
果
て
し
な
く
、
大
自
然
の
怒
り
は
い
つ
止

む
と
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
:
:
:
・
:
こ
う
し
た
雪
崩

に
運
悪
く
襲
わ
れ
た
人
聞
は
、
あ

っ
と
い
う
聞
に
中

天
高
く
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
雪
煙
の
上
に
舞

h

う
チ
ョ
ウ
の
よ
う
に
、
し
ば
し
見
え
る

h
.

.

 

姿
が
最
後
だ
と
い
う
。

h-圃E・
・

そ
の
む
か
し
、
五
箇
山
利
賀
谷
の

h
・

・

圏

若
い
夫
婦
が
、
こ
う
し
た
恐
ろ

・
・
・
・
司
1

島
F

し
い
雪
崩
に
あ
っ
て
死
ん
だ
。

-
聞
凶
関

-t
d
'

雪
の
深
い
年
で
、
春
ま
で
遺
体

・

』

--v『捌晶聞

が
あ
が
ら
な
か

っ
た
。

、

4
・
・
・
・
・
・
聞
岡

村
長
(
む
ら
お
さ
)
で
あ
っ
た
覚
4
.
.
.
.
 

，. 

兵
衛
は
、
日
ご
ろ
こ
の
年
若
い
夫
婦

4
4・
・
・
・

の
め
ん
ど
う
を
な
に
く
れ
と
な
く
み

4a'』

て
や

っ
て
い
た
。
雪
解
け
を
ま
っ
て
始

A

め
ら
れ
た
遺
体
の
捜
索
に
も
人
一
倍
力
を
つ
く
し
、

ね
ん
ご
ろ
に
葬

っ
て
や

っ
た
。

そ
の
晩
の
こ
と
で
あ
る
。

覚
兵
衛
が
寝
て
い
る
と
、
死
ん
だ
女
が
現
わ
れ
、

初
め
は
膝
の
あ
た
り
に
、
次
に
は
腹
の
上
に
、
最
後

に
は
胸
の
上
に
腰
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
、
ソ

l
ッ

と
覚
兵
衛
の
顔
を
の
ぞ
き
こ
む
。
そ
し
て
、
幾
度
と

な
く
頭
を
さ
げ
る
の
で
あ
っ
た
。

覚
兵
衛
は
肝
の
太
い
、
度
胸
の
あ
る
人
で
あ
っ
た

の
で
、
驚
く
ど
こ
ろ
か
、
幽
霊
に
む
か
つ
て

「
わ
か

っ
ち
よ
る
。
わ
か

っ
ち
よ
る
c

え
え
か
げ

ん
に
成
仏
せ
ん
と
、
極
楽
行
き
の
舟
が
出
る
ぞ
い
」

と
さ
と
す
よ
う
に
い

っ
た
途
端
、
パ

ッ
と
消
え
た
。

次
の
日
、
井
波
へ
用
事
に
出
か
け
た
覚
兵
衛
が
、

利
賀
川
沿
い
に
さ
し
の
ぽ
る
う
ち
、
高
沼
あ
た
り
で

ト

ッ
プ
リ
と
日
が
暮
れ
た
。
さ
す
が
に
困

っ
て
足
を

と
め
た
時
、
い
ま
き
た
道
に
チ
ョ
ウ
チ
ン
の
灯
り
が

動
い
て
く
る
。

「
あ
り
が
た
い

。
村
の
衆
か
L

と
、
待

っ
て
い
る

と
、
驚
い
た
こ
と
に
薄
絹
張
り
箱
提
燈
(
は
こ
ち
ょ

「
ゃ
あ
、
そ
れ
は
大
儀
な
こ

っ
ち

ゃ
な
あ
」
と
い

っ
て
、
こ
の
幽
霊
男
と
世
間
話
を
交
わ
し
な
が
ら
無

事
に
家
に
つ
い
た
。
そ
れ
か
ら
後
も
覚
兵
衛
が
山
仕

事
中
、
あ
ぶ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
必
ず
こ
の
若
い
夫

婦
が
現
わ
れ
て
、
覚
兵
衛
を
助
け
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
極
楽
か
ら
派
遣
さ
れ
る
幽
霊
と
い
う
の
は
前

代
未
聞
だ
と
、
村
人
た
ち
の
評
判
に
な

っ
た
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

谷
内
(
や
ち
)
で
覚
兵
衛
と
か
、
古
屋
敷
の
覚
兵

か

ι
A叫
か
ム

衛
と
か
叫
ば
礼
た
こ
の
人
は
、
ハ
人
口
内
掃
部
頭
平
有
光

の
末
孫
と
も
い
わ
れ
、
豪
胆
な
反
面
ユ
ー
モ
ア

'
F
に
富
ん
だ
人
柄
だ

っ
た
ら
し
く
、
お
も
し
ろ

冨
畠
圃
，

い
話
を
残
し
て
い
る
の
だ
、
そ
の

一
つ
を

.

.

.
 
，
，
，

紹
介
し
て
お
こ
う
。

-
-
--
-
'

「
炭
焼
小
屋
は
暖
か
い
か
ら
、
青

脳
・
圃
・
・
・

大
将
が
ゾ
ロ
ゾ
ロ
く
る
。
そ
い
つ

・
・
・
吋
圃
・

を
ギ
ユ
ッ
と
結
ん
で
重
ね
て
お
く

・
圃
圃
同
国
司

と
、
オ
カ
ズ
に
な
る
。
ガ
マ
も
や

っ

園
田

E
・
圃
司

て
く
る
。

.

.

.
 
司、

こ
い
つ
に
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
を
な
め
さ
せ
る

可

と
、
水
ば
た
で
ハ
ラ
ワ
タ
を
全
部
ひ

っ
ぱ
り

だ
し
て
、
洗
濯
し
て
く
る
。
そ
こ
を
鎌
で
ス
パ

ッ
と
遁
を
切
り
落
す
ん
だ
。
す
る
と
ガ
マ
の
奴
、
右

手
と
い
は
予
を
か
わ
る
が
わ
る
上
げ
ま
わ
し
て
、
頭
を

さ
が
す
な
あ

。
夜
に
な
れ
ば
ム
ジ
ナ
が
ホ
イ
、
ホ
イ

い
う
て
、
人
間
に
化
け
て
く
る
。
中
へ
入

っ
て
暖
ま

れ
や
と
い
う
て
や
る
と
、
炭
火
の
そ
ば
で
大
金
玉
を

ど
ん
ど
ん
拡
げ
る
か
ら
、
そ
の
中
に
ポ
イ
と
炭
火
を

投
げ
こ
ん
で
や
る
ん
じ

ゃ。

ア
ッ
チ

ッ
チ
と
叫
ん
で

逃
げ
る
姿
が
、
い
や
は
や
、
お
も
し
ろ
う
て
、
炭
焼

き
だ
け
は
や
め
ら
れ
ん
わ
い
な
」

精
神
開
発
研
究
委
員

う
ち
ん
)
だ
け
が
ヒ
ョ
コ
、
ヒ
ョ
コ
と
空
中
を
歩
い

て
く
る
。
箱
提
燈
の
中
に
は
死
ん
だ
男
の
首
が
浮
ん

で
い
て
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
い
な
が
ら

「
昨
夜
は
家
内
が
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
夜
道
で

・
お
困
り
の
様
子
だ
か
ら
、
仏
様
が
道
案
内
せ
い
と
い

わ
れ
、
や

っ
て
参
り
ま
し
た
」
と
い
う
。

ま

つ
く
ら
聞
の
深
山
で
、
こ
う
い
う
こ
と
に
出
会

え
ば
、
よ
ほ
ど
修
練
し
た
人
で
も
気
絶
す
る
に
違
い

な
い
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
覚
兵
衛
と
い
う
男
は

一

向
に
平
気
で

レ刊ジ
dJc:K 

風土記の丘周辺

-
風
・.

丘

立
山
連
峰
の
ふ
も
と
、
立
山
町
芦
附

寺
に
同
月

一
円
か
ら
オ
ー
プ
ン

。
江
山

の
一位
・
史
の
流
れ
が

一
円
で
わ
か
る
。
風

上
記
の
丘
と
し
て
は
、
八
五
同
で
五
番
月

の
も
の
。
こ
の
地
は
、
立
山
信
仰
の
行

者
た
ち
が
立
山
登
山
す
る
起
点
で
あ
っ

た
た
め
、
芦
附
中
山
寺
を
中
心
に
栄
え

f
L
を
-

L

もこ

。

川
河
ム
口
羽
川
.
ト
十
ハ
ノ
山
中

I
H
¥
J
ほ
批
九
ロ
こ

4

ょ‘
τ

J

n

U

J

J
1
L
4「
ノ
I

/
し
L
4
1
r
1
!
ノ
J
d
存
m
l

メ一

'IL'

よ
り
、
さ
び
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る

が
、
も
う

一
度
昔
の
姿
を
復
興
し
て
、

県
民
に
親
し
ま
れ
る
歴
史
公
園
に
整
備

し
た
も
の
。

な
か
に
は
、
中
山
寺
う
ぱ
堂
・
布
橋

.
え
ん
ま
堂

・
雄
山
神
社

・
江
戸
時
限
代

の
民
家
で
あ
る
有
馬
家
と
嶋
家

・
縄
文

時
代
の
住
宅
・
カ
モ
シ
カ

・
雷
鳥
園
-f

民
俗
資
料
館
・
駐
車
場
な
ど
が
あ
る
。

-
大
川
寺
公
園

県
内
出
指
の
規
模
を
も
っ
遊
園
地
。

ジ

エ
y
ト

・
コ
ー
ス
タ
ー
、
回
覧
事
、

ボ
ー
ト
、
ゴ
ー
ヵ

l
ト
な
ど
、
各
種
の

遊
技
施
設
が
整

っ
て
お
り
、
述
川
、
親

子
づ
れ
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。
地
鉄
L
し

一一川
線
、
大
川
寺
遊
間
駅
下
市
、
徒
歩

一

O
八刀
。

，. ・雄
山
神
社

立
山
頂

k
に
あ
る
雄
山
神
社
の
麓
向

つ
ま
り
、
削
ド
ム
宵
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。
同
の
指
定
文
化
財
。

室
町
時
代
の
建
築
様
式
が
し
の
ば
れ
る

が
、
本
殿
は
、
鎌
倉
時
代
の
将
軍
家
の

寄
進
と
い
わ
れ
て
い
る
。

県
政
広
報
お
知
ら
せ

-
テ
レ
ビ
:
・
み
ん
な
の
県
政

県
政
の
広
報
事
項
を
、
対
談
や
フ

ィ
ル
ム
構
成
で
放
送
し
ま
す
。

北
日
本
放
送
(
七
時
四
十
五
分

1

八
時
)

同
月
一一

円

・
九
円
・

十
六
日

4
J
I「
aa
-
-
H
什

・
二
J
Ll
円
什

富
山
テ
レ
ビ
(
十

一
時
二
十
五

J

十
一
時
五
十
五
分
)

同
月
二
卜
九
円

-
新
聞
・
・
・み
ん
な
の
県
政

北
日
本

・
富
山

・
読
売

・
北
陸
中

日
新
聞
に
、
毎
川

一
一
川
県
政
の
解

説
や
お
知
ら
せ
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
同
月
一A
卜
九
円
の
予
定

で
す
。

- 22ー

-
広
報
誌
イ
み
ん
な
の
県
政
配
布

県
民
の
み
な
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
県
政
の
う
ご
き
を
中
心

に
載
せ
た
雑
誌
で
す
。
市
町
村

・

病
院

・
銀
行
の
待
合
室

・
学
校

・

農
協
・
な
ど
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す

の
で
回
覧
し
て
お
読
み
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
県
庁
、
富
山
、
高
岡
、
砺

波

・
魚
津
の
各
総
合
庁
舎
の
県
民

相
談
室
窓

U
に
も
備
え
て
あ
り
ま

す
か
ら
、
ご
向
由
に
お
持
ち
帰
え

り
く
だ
さ
い
。
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